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経常収支比率
経常費用に対する経常収
益の割合を示し、１００％以
上が健全な経営といえます。

不良債務比率
営業（医業）収益に対す
る不良債務の割合を示しま
す。

累積欠損金比率
営業（医業）収益に対す
る累積欠損金の割合を示し
ます。

人件費比率
営業（医業）収益に対す
る人件費の割合を示します。

繰入金比率
総収益（収益的収入＋資
本的収入）のうち繰入金が
占める割合を示します。

財務分析指標
比率の説明　

≪詳細≫市立室蘭総合病院総務課　緯碓２５ ３１１１
市民の医療需要に対応した医療器機器具を更
新しました。平成１９年度は不良債務を１億
９，１００万円解消し、年度末残高は計画の約１０億
６，９００万円に対し約８億８，６００万円となりました。

病病病病病病病病病病病病病病病病 院院院院院院院院院院院院院院院院 事事事事事事事事事事事事事事事事病 院 事 業業業業業業業業業業業業業業業業業

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

項　　目
決算（Ｂ）計画（Ａ）

０．２％９６．８％９６．６％経常収支比率
△ ２．３％１０．０％１２．３％不良債務比率
△ ４．６％１１７．５％１２２．１％累積欠損金比率
１．１％５１．８％５０．７％人件費比率

△ ０．２％４８．９％４９．１％同（除退職給与金）
０．３％１０．９％１０．６％繰入金比率

８８４千円１８，６７２千円１７，７８８千円職員１人当たり
医業収益

備　　考差
（Ｂ−Ａ）

平成１９年度
決算（Ｂ）計画（Ａ）

看護職員配置
の見直し等１４０，１１６２８０，７６６１４０，６５０収　入

（増加額）
給与・経費等
の削減２９，４４４１１９，１０４８９，６６０支　出

（削減額）

１６９，５６０３９９，８７０２３０，３１０計

財務分析指標 経費削減等の財政効果

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

決算（Ｂ）計画（Ａ）
２５６，２５４９，５８５，７９４９，３２９，５４０経常収益

収
　
益
　
的
　
収
　
支

１３６，５３０８，６２９，３６１８，４９２，８３１診療料金
１１９，７２４９５６，４３３８３６，７０９他会計補助金等
２４５，３５８９，９００，２９３９，６５４，９３５経常費用
１８３，９４９４，６０６，６３３４，４２２，６８４人件費
６１，４０９５，２９３，６６０５，２３２，２５１物件費等

△ １０，８９６３１４，４９９３２５，３９５経常損失
５１，８５９５２，３５９５００特別利益
△ ７，８７２１４，１２８２２，０００特別損失
△ ７０，６２７２７６，２６８３４６，８９５純損失
△ １６，４５９４４８，９６２４６５，４２１収入計

資
本
的
収
支

００企業債
△ １６，４５９４４８，９６２４６５，４２１他会計補助金等
△ ３２，９１８７２３，５７４７５６，４９２支出計
△ ３２，９１８４５，６５８７８，５７６建設改良費

０６７７，９１６６７７，９１６企業債償還金
△ １８２，８６５８８６，１１１１，０６８，９７６不良債務

収支の状況 （単位：千円）

平成１９年度に購入したデジタルガ
ンマーカメラ。がんや心臓、脳な
どの検査に効果を発揮する。

差
（Ｂ−Ａ）

Ｈ２０．４．１
（Ｂ）

Ｈ１９．４．１
（Ａ）

４人４９５人４９１人職員数

職員数の削減

※病院事業の中期経営計画の詳細は、
　ホームページ（http：//www.city.muroran.lg.jp/main/org８４００/index.html）をご覧ください。

企業会計（病院・水道・下水道）
中期経営計画 平成 19 年度の主な実績
企業会計（病院・水道・下水道）
中期経営計画 平成 19 年度の主な実績
企業会計（病院・水道・下水道）
中期経営計画 平成 19 年度の主な実績
企業会計（病院・水道・下水道）
中期経営計画 平成 19 年度の主な実績

お知らせ
します

お知らせ
します

水道事業など本市の企業会計は、将来にわたり必要なサービ
スを安心・安定的に提供するため、厳しい環境の変化にも対応
できるよう経営の総点検を行い、計画性・透明性の高い企業経
営を行うため「中期経営計画」（平成１７年度～２１年度）を策定
して経営の改善を推進しています。平成１９年度の主な実績をお
知らせします。

市立室蘭総合病院

（単位：千円）
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≪詳細≫水道部総務課　緯碓４４ ６０１３
平成１８年度に引き続き、収入の確保や経費の削減に努めたことにより、

経常利益が計画を１億４，５００万円上回ることができました。水水水水水水水水水水水水水水水水 道道道道道道道道道道道道道道道道 事事事事事事事事事事事事事事事事水 道 事 業業業業業業業業業業業業業業業業業

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

項　　目
決算（Ｂ）計画（Ａ）

８．４％１１０．５％１０２．１％経常収支比率
△　０．１％０．４％０．５％繰入金比率

３，０５３千円４０，４６８千円３７，４１５千円職員１人当た
り営業収益

備　　考差
（Ｂ−Ａ）

平成１９年度
決算（Ｂ）計画（Ａ）

専用水道からの
切り替え１７，１８０２８，１３８１０，９５８収　入

（増加額）
職員数・給与等
の削減、統廃合３０，６６８１１３，３５８８２，６９０支　出

（削減額）
４７，８４８１４１，４９６９３，６４８計

財務分析指標 経費削減等の財政効果

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

決算（Ｂ）計画（Ａ）
３１，４６２１，９４２，６７６１，９１１，２１４経常収益

収
益
的
収
支

２８，００２１，７８０，９７３１，７５２，９７１うち水道料金
△ ６１３１１，３１０１１，９２３うち他会計補助金等

△ １１３，９２１１，７５７，４３７１，８７１，３５８経常費用
△ ５９，３２３５６７，１８７６２６，５１０うち人件費
△ ２７，５８７２２９，８１１２５７，３９８うち物件費
１４５，３８３１８５，２３９３９，８５６経常利益
５４，０３４６５４，０３４６００，０００収入計

資
本
的
収
支

４６，０００６４６，０００６００，０００うち企業債
△ ５３，２２９１，０２２，００３１，０７５，２３２支出計
△ ５３，５２４７３３，５１４７８７，０３８うち建設改良費

２９５２８８，４８９２８８，１９４うち企業債償還金
５３２，６９２２，００３，８９９１，４７１，２０７累積資金剰余金

収支の状況 （単位：千円）

 千歳浄水場

蘭東下水処理場

≪詳細≫水道部総務課　緯碓４４ ６０１３
平成１８年度に引き続き、水洗化の促進により使用料が増加したことや、委託料の
見直しなどによる経費の削減に努め、計画より１０億４，０００万円上回る不良債務の解
消を図ることができました。

下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道事事事事事事事事事事事事事事事事下水道事業業業業業業業業業業業業業業業業業

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

項　　目
決算（Ｂ）計画（Ａ）

１４．２％１２４．４％１１０．２％経常収支比率
△ ７６．４％１７６．８％２５３．２％不良債務比率
△ ５８．６％１８３．９％２４２．５％累積欠損金比率
△ ５．４％２２．９％２８．３％繰入金比率

１９，３４３千円９４，９３３千円７５，５９０千円職員１人当た
り営業収益

備　　考差
（Ｂ−Ａ）

平成１９年度
決算（Ｂ）計画（Ａ）

水洗化の促進２６，１１４３９，２１９１３，１０５収　入
（増加額）

職員数・給与等
の削減ほか３８，９６８６２，０００２３，０３２支　出

（削減額）
６５，０８２１０１，２１９３６，１３７計

財務分析指標 経費削減等の財政効果

差（Ｂ−Ａ）
平成１９年度

決算（Ｂ）計画（Ａ）
１２１，９４２２，６５９，５７１２，５３７，６２９経常収益

収
益
的
収
支

４４，８４１１，６３８，１７８１，５９３，３３７うち下水道使用料
７４，０４１１，０１７，４８０９４３，４３９うち他会計補助金等

△ １６３，６５５２，１３８，６７４２，３０２，３２９経常費用
△ ３１，１０６２５７，８７８２８８，９８４うち人件費
△ ７２，８１５６３１，３１５７０４，１３０うち物件費
２８５，５９７５２０，８９７２３５，３００経常利益

１，１２３，９５９２，３６４，８０８１，２４０，８４９収入計
資
本
的
収
支

１，０１３，８００１，５６５，７００５５１，９００うち企業債
５，９５９１３１，３７７１２５，４１８うち他会計補助金等

７９０，０１１２，７９６，１９５２，００６，１８４支出計
５０，７４６１，１５５，３３７１，１０４，５９１うち建設改良費
６７０，４８７１，５４１，６８０８７１，１９３うち企業債償還金

△ １，０４４，３０８４，６９８，２７７５，７４２，５８５不良債務

収支の状況 （単位：千円）

※水道事業・下水道事業の中期経営計画の詳細は、
　ホームページ（http：//www.city.muroran.lg.jp/org８３００/keieikeikaku.htm）をご覧ください。

差
（Ｂ−Ａ）

Ｈ２０．４．１
（Ｂ）

Ｈ１９．４．１
（Ａ）

△ ４人３１人３５人職員数

職員数の削減

差
（Ｂ−Ａ）

Ｈ２０．４．１
（Ｂ）

Ｈ１９．４．１
（Ａ）

△ ５人４９人５４人職員数

職員数の削減

（単位：千円）

（単位：千円）


